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四 

朝
鮮
事
変
が
混
乱
す
る
に
つ
れ
、
第
三
次
大
戰
の
危
機
が
う
ん
ぬ
ん
さ
れ
て
い
る
が
、
第
三
次
大
戰
に
な
る
と
否
と
に

か
か
わ
ら
ず
、
南
北
の
朝
鮮
人
よ
り
う
ら
み
を
受
け
た
り
、
他
国
の
戰
禍
に
ま
き
込
ま
れ
た
り
、
日
本
人
が
死
な
ね
ば
な 

三 

外
電
、
外
紙
に
よ
る
と
、
日
本
人
が
、
今
ど
き
朝
鮮
の
内
戰
で
死
亡
し
て
い
る
記
事
が
相
当
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
国
連

の
論
議
に
さ
え
も
、
右
の
こ
と
が
米
、
ソ
両
陣
営
か
ら
訴
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
は
な
い
か
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

日
本
政
府
は
、
一
人
も
死
ん
で
お
り
ま
せ
ん
。
参
加
し
て
お
り
ま
せ
ん
と
い
う
の
か
。
事
は
日
本
人
の
人
命
に
か
か
わ
る

こ
と
で
あ
る
か
ら
、
明
答
を
え
た
い
。 

一 

朝
鮮
内
戰
発
生
以
来
、
日
本
人
に
し
て
、
国
連
軍
に
よ
る
徴
用
あ
る
い
は
日
本
政
府
の
命
令
、
又
は
自
己
の
意
思
に
よ

つ
て
好
ん
で
勇
躍
、
戰
い
と
流
血
の
朝
鮮
に
行
つ
て
い
る
人
は
何
人
位
か
。 

二 

朝
鮮
半
島
、
朝
鮮
領
海
及
び
朝
鮮
海
岸
に
強
制
、
任
意
を
問
わ
ず
、
現
存
し
て
お
る
人
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
作
業
に
従

事
し
、
ど
の
程
度
の
給
與
を
受
け
て
い
る
の
か
。 

朝
鮮
内
戰
と
日
本
人
の
生
死
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

 

四 

ら
な
い
危
險
な
ば
か
な
状
態
に
追
い
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
政
府
は
、
防
止
対
策
を
い
か
に
講
じ
て
い
る 

か
。 又

政
府
の
見
解
如
何
。 

右
質
問
す
る
。 


